竹刀検量マニュアル
山口県中体連剣道専門部作成（2011.2.15）
１　竹刀検量の基本方針

	★なぜ検量を行うのか？　　　　　　→　　同じ規格の竹刀を使い、公平に競技する。

→　　安全に競技を行うことができる。

★検量に時間がかかるのはなぜか？　→　　合・否の判断に時間がかかる。


２　竹刀検量の流れ

	竹刀の受け取り　（個人は順次・団体は学校ごと）

	返却する場合
	↓
	疑問のある場合

	不備の理由を述べてから竹刀を返却する
	→

←
	竹刀検量

各係で検量する
	→

←
	検量主任

	
	
	↓
	
	↑↓

	
	
	合格した竹刀
	
	検量係長

	↓
	
	↓
	
	

	竹刀の返却　（返却する竹刀とまとめて返却する）


３　竹刀の規格（中学生）
	名　称
	男　　子
	女　　子

	長さ
	１１４㎝以内

	重さ
	４４０ｇ以上
	４００ｇ以上

	太さ
	先革の直径２５㎜以上
	先革の直径２４㎜以上

	先革の長さ
	５０㎜以上上製

	中結いの位置
	剣先から全長の約1/4のところに固定


４　仕事内容　

（１）竹刀検量所主任･･･竹刀検量所の統括を行う。

①個人の場合は、次の「長さ係」が空くまでは、次の個人を入れない。
②団体の場合は、一つの学校の検量が終了するまでは、次の学校を入れない。

③疑問のある判断のつかないものは、竹刀検量の担当教員へ確認をとる。

（２）容姿係･･･竹刀全体のようすを見て、安全な竹刀かどうかを判断する。

①「観点一覧表」をもとに、竹→異物チェック→先革→中結→つる→柄　の順に見る。

②確認が終わったものから、次の係へ渡す。

③不備のあるものは、理由を述べて返却する。

④疑問のある判断のつかないものは、竹刀検量の担当教員へ確認をとる。
（３）竹刀検尺器係･･･竹刀検尺器を使用し、竹刀の長さ・先革を確認する。

　　①「支点」に竹刀の柄を乗せる。
②竹刀先端を「先端部」の内側すれすれに持ってきて、竹刀の長さを測る。
③そのままの状態で「竹刀の太さ」の切り口の上に、縫い目を上にして竹刀を置き、手を離す自重で、底まで沈む竹刀は不合格とする。
④同じ状態で「先革長さ」の先端部側で、先革の長さを測る。

⑤不備のあるものは、理由を述べて返却する。

⑥疑問のある判断のつかないものは、竹刀検量の担当教員へ確認をとる。
（４）重さ係･･･竹刀の重さを確認する。

①デジタル量りで、男子440g以上、女子400g以上かどうかを確認する。

②不備のあるものは、理由を述べて返却する。

③疑問のある判断のつかないものは、竹刀検量の担当教員へ確認をとる。
（５）検印係･･･柄の中央部に検印を押す。（マジックでの印の場合もある）
①柄の中央に検印を押す。押し終わったものは、各チームへ返却する。
②男子・女子のスタンプの色が違うので、間違えない。

５　竹刀検量の観点一覧表
	項目
	順
	部分
	観　　点
	詳　　細
	対　　応

	容姿
	(1)
	全体
	折れたり、割れたり、ささくれている。
	削らないといけないもの。
	理由を述

べて返却

	
	
	
	虫食い、傷がある。
	
	

	
	
	
	先革のところで竹に隙間がある。
	先ゴムが大きすぎる。
	主任確認

	
	(2)
	異物
	柄を下にして、床に数回落とす。
	ちぎり・先ゴム以外が入っている。
	理由を述

べて返却

	
	(3)
	先革
	先革が破れている。
	隙間から、先ゴムが見える。
	

	
	
	
	先革が薄くなっている。
	先ゴム・竹が見えている。
	

	
	
	
	先革と竹の間に隙間がある。
	先革が大きいものを使用している。回転する。
	

	
	
	
	つる・鉢巻きに破損がある。
	
	

	
	(4)
	中結
	ゆるんだり、切れたりしていないか。
	４周・５周巻いてあるもの。
	理由を述

べて返却

	
	
	
	固定してあるか。
	先端の方へ動かしてみる。
	

	
	(5)
	つる
	ゆるみ、すりきれがある。
	中結が簡単に回転する。つるにたるみがある。
	

	
	
	
	柄の上のところで、竹刀に巻き付けている。
	
	

	
	
	
	中結を固定するための結び目が見えている。
	
	

	
	(6)
	柄
	破れていないか。
	
	

	
	
	
	滑り止め（ゴム等）や模様等のない無地のもので白色。
	上端（折り返し部分）の色・模様については特に制限は設けない。
	

	
	
	
	柄が必要以上に濡れている。
	小手以外の部分→主任に確認。
	主任確認

	検量
	(7)
	長さ
	竹刀検尺器で確認する。
	全長１１４㎝以下（男女共通・付属品も含む）
	理由を述

べて返却

	
	
	
	全長の約1/4の位置にある。
	1/4の位置＝２８．５㎝±５㎝を目安とする。
	

	
	(8)
	太さ
	男子２５㎜以上　女子２４㎜以上。
	竹刀検尺器で計測

※先革が、必要以上につぶれていないこと。
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	先革の長さが５０㎜以上である。
	竹刀検尺器で計測
	

	
	(9)
	重量
	男子４４０ｇ以上　女子４００ｇ以上。
	デジタルの量りで数値を確認
	

	検印
	(10)
	検印
	柄の中央部に検印を押す。
	男女別々の色とする。
	

	返却
	(11)
	返却
	合格の竹刀をまとめて返却する。
	返却する場合は、理由を述べて返却する。
	


